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９月７日(日)、亀山市関文化交流センタ―にて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わけびき),釆睪)�真澄先生（高田短期大学准教授）を講師に迎えて「ネイチャークラフトセミナー」を開催しました。





わけびき先生のご指導のもとに桜の木や流木などを使って押しピンを基本にアクセサリーやキーホルダーなどの作品をつくりました。


参加者は、３歳から７０歳までの１５人でした。


普段手にしなくなったのこぎりで四苦八苦しながら木を切り、切り口をな





めらかにするために、汗をかきかき、紙やすりで木の表面をこすっていきます。金属の飾りを苦労して埋め込み、電動ドリルでおそるおそる穴を開けていきました。


　最後に紐やビーズをつけ、ペンダントやブレスレットにしていく人や金具を付けてキーホルダーにするなど、








思いの思いの作品が出来上がっていきました。


　子どもは慣れない道具を一生懸命に使いかわいい作品を作り上げました。大人は童心に返ったように無邪気に楽しむことができました。
































　７月２１日（火）から毎月１回、亀山市関文化交流センターで、「ニュースポーツセミナー」を開催しています。今回は、「ユニカール」「ガラッキー」の両種目の様子を紹介します。


　ビーチボール状のものを投げて陣取りをしていくガラッキー。でも思うようになかなか陣地は広がっていきません。


　ユニカールは、室内版カ








　あっという間の３時間となり、時間の経つのも忘れて集中していく姿がたくさん見られました。


　自然木の形のおもしろさを活かし、何を作ろうかと考え、工夫し、いろいろな想像を形にしていくおもしろさを一人一人が感じていただけたいいセミナーになったと思います。


　











―リングで、ボウリングのようにストーンを滑らせていきますが、どこへ転がっていくのやら…。見当がつきません。


　でもコツをつかんでいくとどちらも楽しいゲームです。「これならわしらでもできるわ」とか「こんな面白いもんみんな参加すればいいのに」という声もきかれました。


　９月以降は、「シャフルボ





《参加者の声》





☆なかなか日常生活の中ではできないことを楽しく出来たのでよかったです。


☆楽しかった。のこぎりが難しかったけれど、先生に教えてもらって上手にできました。


☆楽しく参加させてもらいました。いい作品を作る事ができました。


☆思ったより楽しかったです。アクセサリーも可愛かったし、子どもたちも普段できないことができてよかった。親のほうが熱中しました。











―ド」「ディスコン」「ユニホック」を予定しています。詳しくは３面をごらんください。





ユニカールを楽しむ姿











